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支援方法のプロトタイピング

ＶＲ環境の構築

■ AR支援を通じて、医薬品配送の業務プロセスの改善

AM0

予備テスト：作業時間の比較

(注：実験結果ではなく、参考値である。)
営業所検品の各AM（Assistance Method）の典型的なワークフロー

ＶＲ環境に関する要点

実際の営業所に基づく環境モデル

2) VRにおける器用さの低下による作業のやり直しの増加と、
複雑なボタン操作とのトレードオフを調整する必要がある

• 開発者チームによる

135回と22時間以上の予備テスト

• 75アイテム   ：作業時間を25％削減

•  100アイテム：作業時間を42％削減

■ 日本の産業界では、AR技術がまだ広く受け入れられて
いないため、VR技術を用いたプロトタイピングサイク
ルを確立し、各ステークホルダー間の相互理解を促進

AM0 : ハンディターミナルを用いて、紙伝票とレーザースキャナによる現状の支援手法
AM1 : 試験的に導入されているスマートフォンのカメラでスキャンをする支援手法
AM2 : AR表示による対象商品の種類と数とワイヤーフレームを表示する支援手法
AM3 : AM2 + ARコードに基づく対象コンテナのワイヤーフレーム表示する支援手法

AM2
AM3

AM1

スキャンした伝票をオリコン
の蓋に挟むことで、出荷準備
完了コンテナを簡単に確認

折り畳まれたコンテナは、
コンテナに関する作業が完
了したことを示す

コンテナの運搬/組み立て/折り畳み/開閉/鍵付きコンテナの施錠/開錠

伝票のスキャン/挟み込み/めくり 医薬品のスキャン/移動 貨物バンのドアの開閉

※1 商品単位スキャン※1 商品単位スキャン ※2 コンテナ単位スキャン（特定条件を満たす顧客施設）
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